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私
は
、
主
と
し
て
社
会
人
を
対

象
に
「
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
」
の

講
義
を
行
っ
て
い
る
が
、
聴
講
生

か
ら
「
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
は
他
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
と
異
な
り
、
事
業
実
施

の
合
意
形
成
に
長
時
間
を
要
し
、

設
計
、
用
地
買
収
、
施
工
、
管
理
、

運
営
に
至
る
ま
で
事
業
関
係
者
も

多
く
、
理
解
に
根
気
が
要
る
」
と

の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
講

義
を
終
え
た
後
は
経
済
社
会
に
と

っ
て
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
、
悪
い
イ

メ
ー
ジ
払
拭
に
は
分
か
り
易
い
丁

寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
、

東
京
一
極
集
中
を
避
け
地
方
が
消

滅
し
な
い
様
に
す
る
た
め
、「
地

方
創
生
」
が
現
下
の
最
重
要
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
幾
多

の
地
域
活
性
化
策
が
実
施
さ
れ
て

き
た
に
も
拘
ら
ず
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
な
い
。

　「
地
方
創
生
」
は
「
地
域
再
生
」

と
は
異
な
り
広
範
な
政
策
で
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
上
で
な
く
「
地
方

が
主
体
、国
は
支
援
」
を
基
本
に
、

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強

靭
化
計
画
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

「
道
の
駅
」
の
様
に
地
域
資
源
や

人
材
を
活
用
し
た
「
地
産
地
消
」

の
発
想
に
基
づ
く
、
長
期
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　
製
品
が
移
動
可
能
で
あ
り
、
労

働
賃
金
の
安
い
地
域
に
拠
点
を
置

か
ざ
る
を
得
な
い
工
業
や
Ｉ
Ｔ
等

の
ハ
イ
テ
ク
産
業
は
、
あ
ま
ね
く

は
地
方
の
雇
用
を
期
待
で
き
な

い
。「
地
産
地
消
」
産
業
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
が
然
る
べ
く
雇
用
を
担

う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
、

防
災
・
減
災
の
他
、
被
災
し
た
際

の
迅
速
な
初
動
活
動
や
復
旧
・
復

興
等
の
安
全
・
安
心
と
と
も
に
、

地
方
の
雇
用
・
経
済
、「
ひ
と
・

ま
ち
・
し
ご
と
」
を
セ
ッ
ト
で
創

生
し
得
る
の
は
、
建
設
ビ
ジ
ネ
ス

で
あ
る
。

　
建
設
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
で
は
持
続

で
き
な
い
場
合
は
、
既
に
地
方
建

設
業
者
の
「
建
設
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
」
が
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る

農
林
水
産
業
や
介
護
等
社
会
福
祉

産
業
と
の
連
携
が
望
ま
れ
る
。

　「
地
方
創
生
」
に
資
す
る
建
設

ビ
ジ
ネ
ス
に
期
待
し
た
い
。
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「
地
方
創
生
」
に
資
す
る
建
設
ビ
ジ
ネ
ス

ふ
る
さ
と
納
税
と
民
主
主
義

　
地
方
創
生
と
い
う
名
の
下
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

都
道
府
県
や
市
町
村
に
寄
付
す
る

と
、
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
一
定
限
度
額
ま
で
所
得

税
と
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
制
度

で
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
。
こ

の
仕
組
み
は
都
市
と
地
方
の
税
収

格
差
を
是
正
し
、
国
か
ら
地
方
へ

の
地
方
交
付
税
の
削
減
を
目
的
と

し
て
い
た
。

　
寄
付
者
は
寄
付
金
の
殆
ど
が
確

定
申
告
で
控
除
さ
れ
、
寄
付
金
額

に
応
じ
て
故
郷
の
農
産
品
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
金
銭
的

に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
。
地

方
自
治
体
は
寄
付
行
為
の
対
価
と

し
て
農
産
品
を
寄
付
者
に
送
る
。

寄
付
金
と
農
産
物
の
原
価
と
の
差

額
は
地
方
自
治
体
の
収
入
に
な

る
。
地
方
自
治
体
も
寄
付
者
も
、

農
産
物
の
生
産
者
も
儲
か
る
「
三

方
一
両
の
得
」
の
構
図
で
あ
る
。

「
道
の
駅
」
で
も
、
地
元
の
特
産

品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
返
り
に

送
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　
し
か
し
、
私
は
や
や
疑
問
に
思

う
。
故
郷
か
ら
都
市
に
移
っ
て
暮

ら
す
人
々
の
愛
郷
心
を
活
用
し
た

制
度
だ
が
、
必
ず
し
も
地
方
自
治

体
の
税
収
不
足
を
補
う
も
の
に
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

寄
付
行
為
は
本
来
、
対
象
と
な
る

行
為
に
賛
同
し
た
結
果
な
さ
れ
る

も
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
都
市

住
民
の
愛
郷
心
を
利
用
し
た
、
極

論
す
れ
ば
欺
瞞
的
行
為
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
地
方
自
治

体
に
よ
っ
て
は
取
り
組
み
内
容
を

明
示
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
賛
同

し
て
も
ら
い
、
取
り
組
み
を
実
現

す
る
た
め
寄
付
金
を
活
用
す
る
、

本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。

　
だ
が
、
全
体
的
に
は
故
郷
の
特

産
品
を
目
玉
に
し
た
目
く
ら
ま
し

的
行
為
に
し
か
見
え
な
い
と
こ
ろ

が
多
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
情
勢
下
で
「
地
方

創
生
」
と
い
う
名
の
下
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
増
や
す
た
め
、
確
定

申
告
を
し
な
く
て
も
税
金
が
控
除

さ
れ
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　
本
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
目
的

税
の
一
つ
だ
。
現
在
の
民
主
主
義

の
下
で
の
税
の
仕
組
み
は
中
央
集

権
的
で
、
い
っ
た
ん
中
央
に
税
金

が
集
め
ら
れ
、
使
途
に
つ
い
て
は

選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
家
と
官
僚

が
決
め
て
い
る
。
国
民
の
多
く
が

必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
使
途
は
望

ま
な
く
と
も
、
例
え
ば
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
目
的
に
防
衛
費
は

増
額
さ
れ
、
年
金
は
減
額
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
税
金
の
使
途
を
す
べ
て
政
治
家

に
一
任
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の

に
、
代
議
制
と
い
う
民
主
主
義
の

仕
組
み
の
下
で
正
当
化
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
70
年
の
総
括
が
叫
ば
れ

て
い
る
昨
今
、
こ
の
国
の
民
主
主

義
は
何
処
に
行
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

　
国
民
に
は
無
力
感
が
残
り
、
民

主
主
義
の
最
後
の
砦
と
言
わ
れ
る

選
挙
に
も
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
事
の
本
質
は
、
戦
後
レ
ジ

ー
ム
か
ら
の
脱
却
や
憲
法
改
正
を

目
指
す
動
き
に
は
無
い
。

　
ゴ
ミ
の
分
別
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
な
ど
今
は
当
然
の

環
境
対
策
も
、
20
年
前
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ゴ
ミ
は
ご

ち
ゃ
混
ぜ
に
廃
棄
物
と
し
て
捨
て
ら
れ
、
燃
や
し
た
り

埋
め
た
り
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は
電
気
と
併
用
で
燃
費

が
良
く
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
少
な
い
が
、
開
発
当
時

は
高
嶺
の
花
。
昨
今
は
日
常
生
活
で
ゴ
ミ
は
分
別
し
資

源
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は
、
技

術
開
発
や
特
別
減
税
で
大
衆
車
に
な
っ
た
。

　
環
境
問
題
は
解
決
す
べ
き
課
題
と
分
か
っ
て
も
、
シ

ス
テ
ム
不
備
や
高
コ
ス
ト
で
な
か
な
か
対
策
が
取
れ
な

か
っ
た
。
環
境
対
策
は
あ
く
ま
で
外
付
け
で
、
地
球
温

暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
枯
渇
に
対
し
て
社
会
が

危
機
意
識
を
持
ち
、
法
制
化
や
国
民
の
自
覚
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
日
常
生
活
に
溶
け
込
み
、
本
体
へ
内
部
化
し

て
い
っ
た
。
環
境
対
策
を
内
部
化
し
た
組
織
や
企
業
は

社
会
的
に
評
価
さ
れ
、
生
産
価
値
が
上
が
り
利
益
も
向

上
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
対
策
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
行

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
は
地
元
産
野
菜
詰
め
合
わ
せ
な
ど
が
送
ら
れ
る

今こそ防災の日常化や内部化を
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わ
れ
て
い
る
災
害
対
策
を
考
え
て
み
る
。
災
害
対
策
も

環
境
対
策
と
同
様
、
日
本
人
が
自
然
と
折
り
合
っ
て
生

き
て
い
く
た
め
の
重
要
な
術
だ
。
し
か
し
、
防
災
費
用

は
現
時
点
で
の
採
算
性
や
効
率
性
を
上
げ
る
訳
で
は
な

く
、
通
常
別
枠
で
計
上
さ
れ
る
。
最
近
は
東
日
本
大
震

災
の
た
め
社
会
の
関
心
が
高
く
、
防
災
予
算
は
優
遇
さ

れ
別
枠
だ
が
、
数
十
年
後
も
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　「
禍
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」。

　
社
会
の
要
請
は
多
様
で
、
偶
発
的
な
災
害
対
策
の
優

先
度
は
決
し
て
高
く
な
く
、
即
効
性
の
高
い
日
常
的
な

要
請
が
優
先
さ
れ
る
が
、
環
境
対
策
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
、
災
害
対
策
も
日
常
化
や
内
部
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
突
如
災
害
が
発
生
し
て
も
、

防
災
意
識
が
生
活
や
市
場
の
な
か
に
刷
り
込
ま
れ
た
人

々
や
組
織
は
、
日
常
的
な
行
動
と
し
て
振
る
舞
い
、
自

助
や
共
助
意
識
も
高
ま
る
。
防
災
費
用
が
内
部
化
さ
れ

る
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
技
術
開
発
に
よ
り
、
防
護
機
能

を
有
す
る
施
設
は
市
場
化
さ
れ
強
靱
美
を
放
つ
。

　
防
災
の
日
常
化
や
内
部
化
は
、
環
境
対
策
同
様
に
国

民
や
市
場
に
受
容
さ
れ
、
制
度
設
計
や
技
術
者
の
創
意

工
夫
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
津
波
や
高
潮
災
害
を

受
け
る
海
洋
国
日
本
に
必
須
で
、
東
日
本
大
震
災
後
の

復
旧
工
事
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
へ
の
対
策
が

進
む
今
こ
そ
、
タ
イ
ム
リ
ー
だ
と
思
う
。（
一
般
財
団

法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　八
尋
明
彦
）
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